
飯山市教育懇談会（秋津小学校区）発言要旨 

平成２８年１１月１７日（木）秋津小学校ランチルーム 

参加者２７名 

 

１．開  会  

 

２．あいさつ  

  自己紹介 

 

３．説  明 

 （１）『飯山市教育大綱』について         

 （２）『家庭学習のすすめ』について         

 （３）飯山市児童・生徒の現状と課題について    

 （４）秋津小・城南中学校の現状と課題について   

 （５）学校別児童生徒数推移            

 （６）中学生の進路先について 

 

４．懇  談 

  

○城南中が８月に現校舎に移転し、街灯を２０基程設置いただいた。街灯の設置は城南

中学校より北側に多く、南側の設置が少ない。また、西回線の歩道除雪は、街灯がない

道路東側のみとなっている。道路西側の歩道も街灯は少なく、冬期間は通学路が暗くて

心配。 

今後、校舎より南側西回線の街灯設置計画があるかどうか、また歩道除雪をお願いした

い。 

 

（教育委員会） 

今年度、学校移転に伴い通学路が変更となった集落間を中心に街灯を設置しました。 

これから、茂右衛門新田から飯駒区間（旧道）のカーブ付近へ設置予定です。 

 

○西回線の歩道除雪時間が遅いので、もう少し早く行っていただきたい。 

校舎が飯山高校時代もそうであったが、今の中学生もごみのポイ捨てなど道徳がなって

いない。通学マナーも下校時は特に道路に広がって歩いていることもある。 

挨拶も小学生はよくできているが、中学生になると年頃なのか挨拶しない生徒も多い。 

学力向上も大事だが、それ以前の基本的なことも大切に教えてほしい。 

 



（学校） 

学校でも挨拶ができていないという声があります。新生徒会では、あいさつを重点事項

として取り組もうとしています。職員のあいさつにも課題があると感じているので、職

員もしっかりできるようにしていきたいと思います。 

 

○中学校では先生方がスマホ、タブレット等を使い授業を行っていると子どもから聞く。

授業への取組みなど有効的に使えるものは使って良いと個人的には思っているが、授業

中に授業以外にスマホを使用している先生がいるという話も、子どもから聞く。学校と

して先生方のスマホの使用方法についての取り決めなどはあるのかお聞きしたい。 

 

（学校） 

私もそうだが、黒板の板書記録を目的として、スマホで写真を撮るというような使用を

することがあります。授業以外でスマホを使用していることはないと思いますが、これ

が本当であればあってはならないことです。今後ないようにしたいと思います。 

 

○学校図書館の機能はどうなっているのか。先日学校の図書館をのぞいたが、誰も人がい

なく図書館というよりも書庫の様であった。司書の先生が常駐し、子ども達が読書に興味

を持ち、本を読みたくなる環境を作ってほしい。 

 

（学校） 

本校の図書館司書は二校兼務勤務のため、月・水・金の本校勤務となっています。司書の

先生には子ども達が読書好きになるように様々な工夫をいただいています。 

 

○子どもが本を読むのは自主的なのか、先生から言われたから仕方なく読んでいるのかで

全然違う。貸出数の数だけを取り上げるのではなく質を上げて内容を深めてほしい。 

 

（教育委員会） 

家庭によっては本を購入できる家庭とそうでない家庭があります。市では子ども達に読ん

でほしい本を学校に用意することが大事だと考えています。ここ数年、他の予算は縮減さ

れる中、図書購入費は削減をしていません。今年度岡山小と戸狩小が統合し、学校数は１

校減ったが、図書購入費予算は昨年度と同額となっています。 

 

○中学校が静間地籍に移転し、朝の登校時保護者送迎の自動車運転が危険。正門北側の交

差点では朝Ｕターンする車両もある。生徒の登校時間と重なり心配なので、学校から保護

者へ安全運転を呼び掛けてほしい。 

旧県道のグリーンベルトが少しずつではあるが延長されている。できるだけ早い時期での



グリーンベルトをお願いしたい。 

家庭学習の宿題はどの位の時間を想定しているのか。子どもは相当時間をかけて宿題をや

っている。土日宿題をやっても終わらないようだ。家庭学習・宿題のねらいはなんですか。 

 

（学校） 

小学校では学年数×１０分を基本としています。 

 

（学校） 

中学校では学年数＋１時間を基本としています。ただ、中学校は教科毎に先生が違うので、 

少し多く出すこともあるかもしれません。１教科３０分から１時間を想定しているので、

英語・国語・数学の三教科で最低１時間半くらいは必要だと思います。 

 

○小学生の通学路（旧県道）ですが、朝の通学時間帯、制限速度を越えスピードを出す車

が多い。地区内の人ではなく、地区外の人の通り抜けのようだ。特に大久保地籍の水路は

深く、これから冬期間になると道路も凍結して、スピードを出した車に子どもがびっくり

して水路に落ちてもいけない。例えば時間を区切っての一方通行や、水路の蓋等の検討も

必要ではないか。 

 

（教育委員会） 

警察署の交通課にお願いをして、スピード違反の取締りや、警官による見回りを実施して

います。働きかけもあり警察がゾーン３０の規制をかけ、市道路河川課がグリーンベルト

を設置している状況です。歩道設置が理想だが、用地の問題もあり簡単にいかないのが現

状です。 

 

○学校入口にある市の天然記念物に指定されているイロハモミジの現状について、地域の

皆さんに知っていただきたいのでお話しします。だいぶ枝が張り出していて、市道側の張

り出した枝に雪が積もり下の通行人に落ちてもいけないので、降雪期を前に剪定予定です。

また、校舎側にも枝が張り出していますし、先日の信濃町での倒木の件もあり心配です。

現在も幹が傷み空洞化していますので、子ども達の安全確保という点からもイロハモミジ

の管理について検討が必要な時期であると思います。まずは実情を地域の皆さんに知って

いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 


